
1 

平成２９年１２月２０日 

一般財団法人 住友生命福祉文化財団 

 

第１１回 地域医療貢献奨励賞 受賞者決定について 

 

一般財団法人住友生命福祉文化財団（理事長 田辺恭久）は、自治医科大学（学長 永井良三）

の後援を得て、医療に恵まれない地域における医療の確保と向上および住民の福祉の増進を図る

ため、地域医療に多大な貢献をされている医師を対象とする「地域医療貢献奨励賞」の顕彰を平成

１９年度より実施しております。 

この度、第１１回目の受賞者６名が決定いたしましたので、ここに発表いたします。また、表彰式に

つきましては、平成３０年２月２４日（土）に、都市センターホテル（東京都千代田区）において実施す

る予定です。 

記 

１． 選考対象者 

 

永年に亘り、地域における医療の確保と向上及び住民の健康福祉の増進に著しい寄与・貢

献があるとして、都道府県から推薦のある医師。なお、自治医科大学出身者については、同大

学を卒業し、義務年限を終了した後も、離島、過疎地域、山村地域、特別豪雪地域に位置する

医療機関（※）又は地域医療を支援する部門（地域医療行政、へき地医療支援機構、へき地医

療拠点病院等）において通算５年以上勤務し、且つ、現在も地域医療に多大なる貢献をしてい

る満４０才以上の医師。 

（※） 離島振興法、山村振興法、過疎地域自立促進特別措置法、豪雪地帯対策特別措

置法の指定地域等。 

 

２． 選考方法 

 

次の９名で構成する選考委員会にて審査・選考。（敬称略） 

自治医科大学 学長 （選考委員長）   永井 良三    

総務省自治財政局 準公営企業室長          伊藤 正志   

厚生労働省医政局 地域医療計画課長   佐々木 健 

自治医科大学 事務局長     赤穗 敏広 

自治医科大学 地域医療学センター長   松村 正巳    

自治医科大学 卒後指導部長    髙本 和彦      

自治医科大学 顧問指導委員    中川 正久    

住友生命保険相互会社 ブランドコミュニケーション部長  藤本 宏樹  

一般財団法人住友生命福祉文化財団 常務理事  小阪 博司 
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３．受賞者 （順不同、敬称略、年齢は平成２９年１２月６日現在） 

 

小林 達 （こばやし とおる、６２才） 

山形県西村山郡 朝日町立病院･院長 

昭和５５年東北大学医学部卒。平成３年より、朝日町立病院に副院長として着任、その後

平成６年には同病院の院長に就任し、現在まで２６年間にわたり、地域における医療の確

保と保健活動の充実、発展に尽力してきた。朝日町は山形県内でも２番目に高齢化率が

高く、患者は高齢者が多いことから、単に病気を治すというだけでなく、予防から治療、在

宅医療に至るまで、一貫した医療サービスを提供し、地域包括ケアの拠点として積極的に

取り組んできた。特に在宅医療については以前から力を入れており、平成１２年度に院内

に在宅医療相談室を設置し、ケアプラン作成や訪問看護、訪問診療を行っており、平成１

８年には通所リハビリテーションを開設している。平成２１年には地域包括医療・ケア施設と

して認定を受け、地域医療の充実に努めてきた。また、平成２０年度から始まった特定健診

についても、国保直診病院としていち早く取り組み、生活習慣病予防対策を推進している。

さらに、臨床研修制度の開始に伴い、平成１６年に「臨床研修協力施設」の認定を受け、毎

年１０人程度の研修医を受け入れ、地域医療について理解を深めてもらうなどの研修指導

にも積極的に取り組んでいる。これらの取組みは、町民の健康保持、増進に貢献しており、

地域医療の確保に昼夜を問わず献身的に努めている功績は大きい。 

 

佐久間 暢夫 (さくま のぶお、５６才） 

山口県萩市 萩市国民健康保険川上診療所･所長 

昭和６１年自治医科大学卒。昭和６３年より、美和町立美和病院(現・岩国市)でへ

き地勤務を開始し、川上村国保診療所への着任後は、高齢化の進む住民の健康状態

だけではなく、生活環境等を熟知し、幅広い知識・技術を生かし住民の健康管理に

取り組み、住民や患者からの信頼も厚い。住民健診をはじめ、保育園嘱託医、小中

学校医、老人ホーム医などとしても地域に関わり、住民の健康と暮らしを守り、地

域医療に幅広く貢献している。また、日常診療に励む傍ら、川上村国民健康保険運

営協議会委員(１２年間)・萩市医師会理事を務め、さらに山口県立萩看護学校(平成

７年度〜)や山口県高等歯科衛生士学院(平成１８年度〜)及び萩准看護学院(平成 

２１年度〜)では、非常勤講師を務めるなど多岐にわたり医療の適正化・充実・育成

に尽力している。医師臨床研修も積極的に受け入れ、地域医療・へき地医療への医

師確保や研修医への指導育成に貢献し、平成２５年から萩市休日急患診療センター

所長を務め救急医療の機能強化に努めた。永きにわたり、県内過疎地域の医療機関

において情熱をもって勤務し、地域医療の確保・充実及び住民の健康福祉の増進に

多大に貢献し続けている。 
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鎌村 好孝（かまむら よしたか、５６才） 

徳島県徳島市 徳島県保健福祉部次長(併)中央病院医療局地域医療科･部長 

昭和６１年自治医科大学卒。徳島県職員として採用されてから、徳島県内のへき地

中核病院である「県立海部病院」、離島の「出羽島診療所」での勤務を皮切りに、そ

の後は県内のへき地診療所である「木頭村診療所」や「木屋平診療所」に所長とし

て勤務した。義務年限終了後に勤務した上勝町診療所では、公設民営のデイサービ

スセンターと民間施設の特別養護老人ホームが一体となった「上勝町包括ケアセン

ター」の立ち上げに中心的な役割を果たした。平成１３年４月からは、徳島県中央

病院内に設置された「へき地医療支援機構」の「初代専任担当者」に任命され、山

間地の多い県下全域を対象とする「へき地医療支援体制」の整備に取り組んだ。平

成２０年度からは徳島県保健福祉部医療政策課医療環境整備室長として、平成２２

年度からは地域医療再生室長として、地域における医師不足に対処するため、県立

へき地診療所の運営や将来の医師確保を図るための施策に取り組んだ。以降も県立

中央病院や県庁で災害医療対策や医療介護の提供体制の構築、社会保障制度改革全

般を統括する等、主要な役職における任務を果たした。へき地診療所での常勤職を

離れた後も、県内各地の山間地等、医療に恵まれないへき地診療所における週４日

程度の診察を行い、管理職となってからも週１〜２日の診察を継続している。       

 

主藤 久次 (すとう ひさつぎ、６６才） 

長崎県対馬市 医療法人すとう内科医院･院長 

昭和５１年北里大学医学部卒。国立長崎中央病院研修医を経て昭和５３年６月より

長崎県離島医療圏組合上対馬病院に勤務。昭和５４年に国立長崎中央病院にて１年

間研修した後、長崎県離島医療圏組合上対馬病院と対馬いづはら病院に勤務。平成

３年に対馬市において診療所を開業し、国境離島である対馬島の長崎県離島医療圏

組合の病院において、通算で１０年以上勤務した。その後、同じ対馬島内で診療所

を開業し、以来２６年にわたり現在も「医は心」を基本理念に患者に寄り添った医

療サービスの提供を実践している。長年にわたる本県の離島医療に対する貢献はも

とより、人格高潔にして温情溢れる人柄により多くの地域住民の人望を集めるとと

もに、識見豊かで統率力、実行力に優れ、確かな指導力により地域保健医療関係者

からの信頼も厚く、人格、業績ともに地域医療への貢献は大きい。 

 

赤池 義昭 (あかいけ よしあき、８３才） 

宮崎県串間市 本城診療所･(元)所長      

昭和４０年九州大学医学部卒。鹿児島県出身で、福岡で勤務していたところ、当時

無医地区であった宮崎県串間市本城地区の医療を担いたいと、昭和５０年５月に同

地区に「本城診療所」を開院し、以来、平成２９年５月に閉院するまで、４２年の

長きにわたり、地域医療を支え続け、過疎地域自立促進特別措置法に基づく過疎市

町村である串間市で、医療の確保及び向上に寄与してきた。また、昭和５０年４月
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から平成２５年３月までの３８年間、本城小・中学校の学校医として学校の保健管

理の指導等を務めるとともに、串間市内の保育所の嘱託医としても多年にわたり保

健・予防を行い、健康福祉の増進に寄与した。また、串間市国民健康保険運営協議

会の委員として、通算１２年以上(記録が残る平成３年以降)務め、 国民健康保険事

業の運営に関する重要事項を審議し、保険者である串間市に対し答申している。加

えて、休日在宅当番医や、日南市初期夜間急病センターでの診療への協力など、地

域の救急医療への貢献も著しい。南那珂医師会では理事・議長・副議長を務めるな

ど、南那珂地域の医療の推進に積極的に貢献してきた。 

髙石 利博（たかいし としひろ、７５才） 

沖縄県国頭郡 医療法人博寿会もとぶ記念病院･管理者(兼)院長 

昭和４５年新潟大学医学部卒。主に東京で精神科医として研鑽を積まれ、昭和５０

年、人口当たりの精神疾患患者の多い沖縄県に少しでも貢献できればとの思いで、

那覇市の田崎病院に勤務した。そこで、宜野湾市の玉木病院に所属していた、日本

の地域精神科医療の先達である島成郎先生の感化を受け、島先生が久米島で実践し

ていた地域精神科医療を学んだ。昭和５５年、精神科病院のない沖縄県北部地域に

開放病床を中心とする本部記念病院を開設し、地域の精神病疾患の患者・家族に大

きく貢献している。また、病院での診療行為ばかりでなく毎月、伊江島（離島）へ

の巡回診療も積極的に行い、地域精神科医療へ大きく貢献している。平成５年には

老人性認知症疾患治療病棟及び同デイケアを開設し、地域の高齢化問題への対応や

平成１４年には応急入院病院の指定を受ける等、時代の求める地域医療の発展に努

力してきた。平成１２年からは、北部福祉保健所の嘱託医として、県保健福祉保健

行政へも多大な貢献をしてきた。同時に北部地区医師会監事、沖縄県精神科病院協

会顧問、全日本病院協会沖縄県支部理事等の活動へも積極的に協力し、沖縄県警察

医、沖縄県犯罪被害者カウセリングアドバイザー、地域の学校医等を引き受け、地

域への貢献は計り知れないものがある。 

 

４. 表彰式 

 

(１) 日時    平成３０年２月２４日（土） １５:００より 

(２) 会場  都市センターホテル７階７０６ 

〒102-0093 東京都千代田区平河町２－４－1 

(TEL) 03-3265-8211  (FAX) 03-3262-3010 

（３) 表彰内容   表彰状、表彰楯、副賞５０万円を授与 

以上 

【問合先】 

一般財団法人住友生命福祉文化財団 本部事務局  石橋 吉田 

〒532-0011 大阪市淀川区西中島５－５－１５ 

(TEL) 06-6300-5025 (FAX) 06-6304-8041 
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≪参考≫過去１０回の地域医療貢献奨励賞受賞者（敬称略） 
 

 

第 10 回  （平成２８年度）  

阿部 吉弘            山形県西置賜郡小国町     小国町立病院 院長 

鈴木 孝徳            千葉県南房総市          南房総市立富山国保病院・院長 

金子 吉彌            静岡県静岡市           大川診療所・所長 

中村 達              奈良県桜井市            南奈良総合医療センター・ 

へき地医療支援センター長 

大原 昌樹            香川県仲多度郡多度津町    綾川町国民健康保険陶病院・院長 

黒木 重三郎           宮崎県東臼杵郡諸塚村     国民健康保険諸塚診療所・嘱託医、副所長 

 

第９回（平成２７年度） 

土井 和博        山形県酒田市        酒田市立八幡病院 院長 

岸本 秀文            新潟県妙高市         新潟県立妙高病院 院長 

金田 道弘            岡山県真庭市          社会医療法人 緑壮会 理事長 

政井 俊憲           山口県阿武郡阿武町      阿武町国民健康保健福賀診療所 所長 

樋口 定信            熊本県上天草市       上天草市立上天草総合病院 事業管理者         

馬場 宏敏           大分県中津市        中津市国民健康保健槻木診療所 所長 

 

 

第８回 （平成２６年度） 

山田 昌弘   山形県東置賜郡川西町 公立置賜総合病院 副院長 

藤井 佑二   東京都大島町   大島医療センター 院長 

南 眞司   富山県南砺市   南砺市政策参与、地域包括医療・ 

      ケア局地域包括課顧問 

二村 昭   三重県南牟婁郡紀宝町  紀宝町顧問 

濵田 邦美   徳島県那賀郡那賀町  相生包括ケアセンター センター長 

鈴木 済   鹿児島県薩摩川内市  里診療所 所長 

 

 

第７回 （平成２５年度） 

朝比奈 利明   山梨県南巨摩郡身延町 身延町早川町組合立飯富病院 院長 

後藤 忠雄   岐阜県郡上市和良町 郡上市地域医療センター センター長 

高見 徹   鳥取県日野郡日南町 日南町国保日南病院 院長 

渡辺 俊晴   香川県高松市塩江町 高松市民病院塩江分院 院長 

菊池 良夫   媛県西予市宇和町 西予市立宇和病院 副院長 

坪山 明寛   大分県豊後大野市清川町 社会医療法人関愛会清川診療所 所長 
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第６回 （平成２４年度） 

須貝 昌博  山形県西村山郡西川町 西川町立病院 院長 

中谷 武  福島県南会津郡南会津町 医療法人南嶺会なかやクリニック 理事長 

吉嶺 文俊  新潟県東蒲原郡阿賀町 新潟県立津川病院 院長 

浦岡 秀行  徳島県海部郡牟岐町 徳島県立海部病院 部長 

小野 歩  高知県幡多郡大月町 大月町国民健康保険大月病院 院長 

金丸 吉昌  宮崎県東臼杵郡美郷町 美郷町地域包括医療局 総院長 

第５回 （平成２３年度） 

渋間 久  山形県新庄市  県立新庄病院 副院長 

田原 邦朗  東京都西多摩郡檜原村 原村国民健康保険檜原診療所 所長  

蜂谷 春雄  富山県高岡市  高岡市民病院 内科主任部長 

橋本 宏樹  石川県白山市  公立つるぎ病院 副院長兼吉野谷診療所                                        

      所長兼中宮診療所 所長                

細江 雅彦  岐阜県恵那市  市立恵那病院 管理者 

阿部 顕治  島根県浜田市  浜田市国民健康保険弥栄診療所 所長 

茶川 治樹  山口県岩国市  岩国市医療センター医師会病院 副院長 

永吉 正和  熊本県天草市  天草市病院事業 管理者 

 

 

第４回 （平成２２年度） 

木村 康一  宮城県登米市  医療法人社団緑水会米川診療所 所長 

小野 剛  秋田県横手市  市立大森病院 院長 

鈴木 啓二  福島県会津若松市 福島県立会津総合病院 院長 

折茂 賢一郎  群馬県吾妻郡長野原町 西吾妻福祉病院 管理者 

濱﨑 豊       熊本県天草市  国民健康保険天草市立新和病院 院長 

長松 宜哉  大分県大分市  社会医療法人関愛会 理事長 

 

 

第３回 （平成２１年度） 

関口 忠司  栃木県那須烏山市 南那須地区広域行政事務組合立 

     那須南病院 院長 

辻    博     富山県黒部市    黒部市民病院 理事 

髙田  孝     石川県白山市    公立つるぎ病院 名誉院長 

河合 邦夫  福井県南条郡南越前町   河野診療所 所長 

赤木 重典   京都府京丹後市  京丹後市立久美浜病院 副院長 

本永 英治   沖縄県宮古島市  沖縄県立宮古病院 医療部長 
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第２回 （平成２０年度） 

青沼 孝徳   宮城県遠田郡涌谷町   涌谷町町民医療福祉センター センター長 

大森 英俊   茨城県常陸太田市   医療法人大森医院 院長 

山田  寛   静岡県静岡市葵区   静岡市国民健康保険井川診療所 所長 

廣内 幸雄  和歌山県伊都郡高野町   高野町立高野山病院 院長 

渡邉 賢司   鳥取県岩美郡岩美町   岩美町国民健康保険岩美病院 院長 

春口 洋賜  熊本県球磨郡多良木町   球磨郡公立多良木病院 副院長 

 

第１回 （平成１９年度） 

 葛西 智徳  青森県三戸郡三戸町   国民健康保険三戸中央病院 副院長 

 布施 克也  新潟県十日町市   県立松代病院 院長 

 奥野 正孝  三重県鳥羽市    鳥羽市立神島診療所 所長 

 榊原 均  島根県隠岐郡海士町   海士町国民健康保険海士診療所 所長 

 津田 俊彦  長崎県五島市奈留町   長崎県離島医療圏組合奈留病院 院長 

今隈 満  鹿児島県肝属郡南大隅町 今隈医院 院長（開業）  

 

以上 


